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ୈ ̎ ճ
݄̏ఆྫձ

項目の
重点施策
4 施政方針

　令和７年第２回定例会を２月28日開会し、３月７日閉会しました。
今回の議会では、条例の制定２件、条例の一部改正12件、補正予算５件、新年
度予算５件、その他１件、計25件が上程されました。審議の結果、いずれも可
決しました。他に議会案２件を可決。一般質問は、４人の議員が行いました。

・生きがいを持てる活力あるまちづくり
・夢  未来  創造心一つに新しい時代を

ࡦԽରࢠԉͷ֦ॆͱগࢧҭͯࢠ�̍
˓小・தֶߍのڅ৯අ׬全ແঈԽのܧଓ
˓高ߍੜまでのࢠͲもҩྍඅॿ੒ۀࣄのܧଓ
ͼ３ٴをର৅としたอҭྉແঈԽࣇࡀから̎ࣇࡀ̌˓
ଓܧのۀࣄ৯අॿ੒څをର৅としたࣇࡀから̑ࡀ
˓Ҡॅ・定ॅ৽ஙॅ୐ࢧԉۀࣄの֦ॆٴͼ̑か年Ԇ長

３�%9（σδλϧ・τϥϯεϑΥʔϝʔγϣϯ）
औ૊͚ͨ޲ʹ�　
੓৘ใ発৴のたΊの自治ମެࣜεʔύʔΞϓϦߦ˓
έʔγϣϯٴͼϚΠφϯόʔΧʔυೝূにΑる༣ૹ
̙̭ΞϓϦέʔγϣϯのಋೖ
˓໾৔ிࣷにおけるΩϟογϡϨεܾࡁରԠϨδの
　ಋೖ

ࡦରࡂݮ・ࡂઃͷ௕ण໋Խਪਐͱ๷ࢪڞ２�ެ
˓ੴു小ֶߍの長ण໋ԽのたΊの大規໛վमٴͼମҭ
ࢪの࣮ۀࣄଓܧの̎か年ۀࣄସ͑ݐؗ
˓第̑෼ஂಮॴのݐઃٴࣄ޻ͼچಮॴղମࣄ޻の࣮ࢪ
˓தԝମҭؗの長ण໋Խٴͼ大会ӡӦの҆全֬อを
ਤるたΊ֎นృ૷ࣄ޻ฒͼにறं৔のฮ૷ࣄ޻の
ࢪ࣮　

４�஍Ҭʹࠜࠩͨ͠จԽ・εϙʔπͷৼڵ
˓ਤॻؗと民ଏࢿྉऩूؗのػೳをซせ࣋ͭࣾ会ڭҭ
ෳ߹ࢪઃ੔උに޲けて、۩ମతなݐ෺の༷࢓΍ݐઃ
අなͲをؚΉ基本ઃܭのࡦ定
˓̓ͭのڷ౔ܳೳஂମがॴ༗するものにͭいてҡ࣋ิ
म等͑ߦるॿ੒ۀࣄの࣮ࢪ

一般会計༧ࢉ
歳ೖ〈前年度比〉

令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

新年度
予算可決

̓
೥
౓
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
༧
ࢉ

̒
̓
ԯ
̍
ઍ
ສ
ԁ

1ԯ�ඦສԁ1ԯ�ඦສԁ

�ઍ1ඦສԁ�ઍ1ඦສԁ

�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍ�ඦສԁ�ԯ�ઍ�ඦສԁ
�ԯ�ઍສԁ�ԯ�ઍສԁ

�ԯ�ઍ�ඦສԁ�ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍສԁ�ԯ�ઍສԁ

��ԯ�ઍ�ඦສԁ��ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍ1ඦສԁ�ԯ�ઍ1ඦສԁ

11ԯ�ઍ�ඦສԁ11ԯ�ઍ�ඦສԁ

��ԯ�ઍ1ඦສԁ��ԯ�ઍ1ඦສԁ

10ԯ�ઍ�ඦສԁ10ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍ�ඦສԁ�ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍ�ඦສԁ�ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ઍສԁ�ԯ�ઍສԁआೖۚ

業へのࣄΒの町͔ݝ
ෛ୲・ิॿ

業へのࣄΒの町͔ࠃ
ෛ୲・ิॿ

Βަ෇͞Εるお͔ۚݝ΍ࠃ

そのଞのࡀೖ

町のஷۚのऔΓ่し

ॅ୐࢖用ྉ΍
ূ໌ख਺ྉ

ೲΊていͨͩ͘税ۚ
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一般会計・特別会計当初予算

下水道事業会計当初予算

会ܭͷ໊শ ྩ࿨̓೥౓ ྩ࿨̒೥౓ ࠩしҾ͖૿ֹݮ ཰ïˋðݮ૿
Ұ 　 ൠ 　 会 　 ܭ 6�ԯ1
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ 1�.�
ࠃ ຽ ݈ ߁ อ ݥ 1�ԯ�
���ສ�ઍԁ 1�ԯ�
���ສ�ઍԁ ˚1
��1ສ�ઍԁ ˚1.�
հ 　 ޢ 　 อ 　 ݥ 1�ԯ�
���ສ6ઍԁ 1�ԯ�
���ສ�ઍԁ 1
1�6ສ�ઍԁ �.�
ޙ ظ ߴ ྸ ऀ ҩ ྍ 1ԯ�
��6ສ1ઍԁ 1ԯ�
�6�ສ�ઍԁ �6�ສ6ઍԁ �.6

ܭ　　߹ ��ԯ�
�6�ສԁ ��ԯ�
1��ສԁ �ԯ1
6�6ສԁ �.1

Լਫಓۀࣄ会ܭ ྩ࿨̓೥౓ ྩ࿨̒೥౓ ࠩしҾ͖૿ֹݮ ཰ïˋðݮ૿
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ऩ ӹ త ࢧ ग़ �ԯ1
�6�ສ�ઍԁ �ԯ�
11�ສ1ઍԁ �
���ສ1ઍԁ �.1
ࢿ ຊ త ऩ ೖ �ԯ�
6��ສ�ઍԁ �ԯ�
���ສ6ઍԁ ˚���ສ�ઍԁ ˚�.�
ࢿ ຊ త ࢧ ग़ �ԯ�
�6�ສ�ઍԁ �ԯ�
���ສ�ઍԁ ˚1
���ສ�ઍԁ ˚�.�
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一般会計　歳出〈前年度比〉目的別
令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

令和�年౓
��ԯ�ઍສԁ

一般会計　歳出〈前年度比〉性質別

�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ

��ສԁ��ສԁ

��ສԁ��ສԁ

��ઍ�ඦສԁ��ઍ�ඦສԁ

�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ

�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ

�ສԁ�ສԁ

�ઍ1ඦສԁ�ઍ1ඦສԁ

�ઍສԁ�ઍສԁ

�ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ
�ඦສԁ�ඦສԁ �ઍ�ඦສԁ�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

11ԯ
�ઍ�ඦສԁ
11ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
1ઍ�ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ �ԯ�ઍ�ඦສԁ�ԯ�ઍ�ඦສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ඦສԁ�ԯ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ1ඦສԁ
�ԯ

�ઍ1ඦສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
1ઍ�ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ

基ۚへのੵཱ

༧備のおۚ

町のआۚのฦࡁ

چ෮֐ࡂ

খதֶ؅ߍཧɺ
社会教育等

ফ๷ɺ
๷ࡂ等

ಓ࿏ҡ࣋ɺ
ಓ࿏৽設等

঎޻業ৼڵɺ
等ޫ؍

೶業ɺྛ 業ɺਫ産業等
　　 �ԯ�ઍ�ඦສԁ

อ݈Ӵੜɺڥ؀Ӵੜ等

社会・࿝ਓ・
等ࢱಐ෱ࣇ

؅ཧඅશൠɺ
௃税ɺށ੶等

議会の活動

1ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1ԯ
�ઍ�ඦສԁ

�ඦສԁ�ඦສԁ

1ઍ�ඦສԁ1ઍ�ඦສԁ

�ԯԁ�ԯԁ

�ԯ
1ઍ�ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ

10ԯ�ઍສԁ10ԯ�ઍສԁ

�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

11ԯ
�ઍ�ඦສԁ
11ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ1ඦສԁ
�ԯ

�ઍ1ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
1ઍ�ඦສԁ
�ԯ

1ઍ�ඦສԁ

10ԯ�ઍສԁ10ԯ�ઍສԁ

1�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
1�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ
�ઍ�ඦສԁ
�ԯ

�ઍ�ඦສԁ

�ԯ�ඦສԁ�ԯ�ඦສԁ

1ԯ�ઍ�ඦສԁ1ԯ�ઍ�ඦສԁ

�ສԁ�ສԁ

༧備අ

ಛผ会計への܁ग़

基ۚへのੵཱ

঑ֶۚの
ି෇等�

֤ஂମへの
ෛ୲ۚ΍ิॿۚ等

施設΍ಓ࿏のҡ࣋ܦඅ等
　　 1ԯ1ઍ�ඦສԁ

業຿ҕୗ΍ݐ෺の
ޫ೤ਫඅ等

අܦچ෮֐ࡂ

ಓ࿏΍ݐ設のݐ設等

आೖۚฦࡁ

෱ࢱ・教育への
援ॿܦඅ

৬һڅྉ΍議һใु等

�ສԁ

�ઍ�ඦສԁ

1ઍ�ඦສԁ

�ສԁ�ສԁ

�ԯ
�ઍ1ඦສԁ
�ԯ

�ઍ1ඦສԁ
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議Ҋୈ̍߸

ؔʹ৚ྫͷ੔ཧ܎൐͏ؔʹߦࢪ๏౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏཯౳ͷܐ
͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
๏౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏ܐͼٴ๏౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ๏཯ܐ˞
཯ͷߦࢪʹ൐͏ؔ܎๏཯ͷ੔ཧ౳ʹؔ͢Δ๏཯ͷߦࢪʹ൐͍ɺ
৚ྫΛ੔ཧ͢Δ΋ͷ܎ؔ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̎߸
֊্ொ൜ࡑඃऀ֐౳ࢧԉ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞൜ࡑඃऀ֐౳ͷࢧԉʹؔしɺجຊཧ೦ٴͼ൜ࡑඃऀ֐౳ͷࢧ
ԉʹؔ͢ΔࡦࢪͷجຊͱͳΔ߲ࣄΛఆΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̏߸ ֊্ொ؂ࠪҕһʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞஍ํ࣏ࣗ๏ͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̐߸

֊্ொ৬һͷڅ༩ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹͭ
͍ͯ
˞੨৿ݝਓࣄҕһ会かΒͷ৬һͷڅ༩౳ʹؔ͢Δใٴࠂͼࠂק
ʹ४͡ɺ৬һͷڅྉֹ݄ฒͼʹැཆख౰ٴͼ௨ۈख౰ͷֹ౳
Λվఆしɺ৬຿ͷ͕ڃҰఆͷڃҎ্Ͱ͋Δ৬һʹ܎Δঢ੍֨
౓ΛվΊɺ୯਎ෝ೚ख౰ʹ܎Δڅࢧର৅৬һͷൣғΛ֦େしɺ
ఆ೥લ࠶೚༻୹࣌ؒۈ຿৬һ౳ʹॅډख౰ٴͼྫྷפ஍ख౰Λ
΋ͷ͏ߦしɺฒͼʹͦͷଞॴཁͷվਖ਼Λڅࢧ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̑߸

֊্ொ৬һ౳ཱྀඅʹؔ͢Δ৚ྫ౳ͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ
͍ͭͯ
Ոެ຿һ౳ͷཱྀඅʹؔ͢Δ๏཯ͷվਖ਼ʹ൐͍ɺॴཁͷվਖ਼ࠃ˞
Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̒߸

ͼඅ༻หঈʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢ٴಋһ౳ͷใुࢦޠࠃ֎
Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞̟̩̚ϓϩάϥϜࢀՃऀͷใुֹͷݟ௚しʹ४͡ɺॴཁͷվ
ਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̓߸ ֊্ொ঑ֶۚି༩৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞֊্ொ঑ֶۚି༩ͷର৅ͱͳΔཁ݅Λ໌֬Խ͢Δ΋ͷ ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̔߸

֊্ொՈఉతอҭۀࣄ౳ͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔ৚
ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞Ոఉతอҭۀࣄ౳ͷઃඋٴͼӡӦʹؔ͢Δج४ͷҰ෦վਖ਼ʹ
൐͍ɺॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈ̕߸

֊্ொಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆ஍ҬܕอҭۀࣄͷӡӦʹؔ͢
Δج४ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞ಛఆڭҭɾอҭࢪઃٴͼಛఆ஍ҬܕอҭۀࣄฒͼʹಛఆࢠͲ
΋ɾࢠҭͯࢧԉࢪઃ౳ͷӡӦʹؔ͢Δج४ͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺ
ॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈø÷߸
֊্ொࠃຽ݈߁อݥ੫৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞੨৿ࠃݝຽ݈߁อݥӡӦํ਑ʹ͖ͮجɺ֊্ொࠃຽ݈߁อݥ
੫ͷֹׂ࢈ࢿΛഇࢭしɺ੫཰౳Λվਖ਼͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈøø߸

֊্ொࢦఆ஍ҬີணܕαʔϏεͷۀࣄͷਓһɺઃඋٴͼӡӦͷج
४ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
ؔ͢ʹͼӡӦٴͷਓһɺઃඋۀࣄαʔϏεͷܕఆ஍Ҭີணࢦ˞
Δج४ͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ
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議Ҋୈøù߸

֊্ொࢦఆ஍Ҭີணܕհޢ༧๷αʔϏεͷۀࣄͷਓһɺઃඋٴͼ
ӡӦฒͼʹࢦఆ஍Ҭີணܕհޢ༧๷αʔϏεʹ܎Δհޢ༧๷ͷͨ
ΊͷޮՌతͳࢧԉͷํ๏ʹ܎Δج४ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢
Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
ͼӡٴͷਓһɺઃඋۀࣄ༧๷αʔϏεͷޢհܕఆ஍Ҭີணࢦ˞
Ӧฒͼʹࢦఆ஍Ҭີணܕհޢ༧๷αʔϏεʹ܎Δհޢ༧๷ͷ
ͨΊͷޮՌతͳࢧԉͷํ๏ʹؔ͢Δج४ͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺ
ॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈøú߸

֊্ொࢦఆհޢ༧๷ࢧԉ౳ͷۀࣄͷਓһٴͼӡӦฒͼʹࢦఆհޢ
༧๷ࢧԉ౳ʹ܎Δհޢ༧๷ͷͨΊͷޮՌతͳࢧԉͷํ๏ʹؔ͢Δ
͍ͯͭʹ४ΛఆΊΔ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆج
༧ޢఆհࢦʹͼӡӦฒͼٴͷਓһۀࣄԉ౳ͷࢧ༧๷ޢఆհࢦ˞
๷ࢧԉ౳ʹ܎Δհޢ༧๷ͷͨΊͷޮՌతͳࢧԉͷํ๏ʹؔ͢
Δج४ͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈøû߸
֊্ொแׅతࢧԉۀࣄͷ࣮ࢪʹؔ͢Δج४ΛఆΊΔ৚ྫ౳ͷҰ෦
Λվਖ਼͢Δ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
　˞հޢอݥ๏نߦࢪଇͷҰ෦վਖ਼ʹ൐͍ɺॴཁͷվਖ਼Λ͏ߦ ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議Ҋୈøü߸
ྩ࿨̒೥౓֊্ொҰൠ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̑߸ʣ

ͷ૯ֹʹɺͦΕͧΕ�ԯ1ࢉग़༧ࡀೖࡀఆͷط˞���ສ�ઍԁΛ
௥Ճしɺࡀೖࡀग़༧ࢉͷ૯ֹΛ6�ԯ�66ສ�ઍԁͱ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ 6ɾ11
ϖʔδ

議Ҋୈøý߸
ྩ࿨̒೥౓֊্ொࠃຽ݈߁อݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ

�ͷ૯ֹʹɺͦΕͧΕࢉग़༧ࡀೖࡀఆͷط˞���ສ�ઍԁΛ௥
Ճしɺࡀೖࡀग़༧ࢉͷ૯ֹΛ1�ԯ�
���ສ�ઍԁͱ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ 6ϖʔδ

議Ҋୈøþ߸
ྩ࿨̒೥౓֊্ொհޢอݥಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̏߸ʣ

�ͷ૯ֹかΒɺͦΕͧΕࢉग़༧ࡀೖࡀఆͷط˞���ສ�ઍԁΛ
ͷ૯ֹΛ1�ԯ���ສ�ઍԁͱ͢Δ΋ͷࢉग़༧ࡀೖࡀしɺֹݮ

ҊՄܾݪ 6ϖʔδ

議Ҋୈøÿ߸
ྩ࿨̒೥౓֊্ொऀྸߴظޙҩྍಛผ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̎߸ʣ
しɺֹݮͷ૯ֹかΒɺͦΕͧΕ1��ສԁΛࢉग़༧ࡀೖࡀఆͷط˞
�16
�ͷ૯ֹΛ1ԯࢉग़༧ࡀೖࡀສ1ઍԁͱ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ 6ϖʔδ

議ҊୈøĀ߸

ྩ࿨̒೥౓֊্ொԼਫಓۀࣄ会ิܭਖ਼༧ࢉʢୈ̐߸ʣ
Δऩೖʹ͍ͭͯ1ສ1ઍԁ૿ֹ͚͓ʹࢉ༧ࢧఆͷऩӹతऩط˞
しɺྦྷܭ༧ఆֹΛ�ԯ�
���ສ�ઍԁͱしɺࢧग़ʹ͍ͭͯ1��
ສ�ઍԁֹݮしɺྦྷܭ༧ఆֹΛ�ԯ�
���ສ�ઍԁͱしɺط
ఆͷࢿຊతऩࢧ༧ࢉʹ͓͚Δऩೖʹ͍ͭͯ1
��1ສ�ઍԁݮ
ֹしɺྦྷܭ༧ఆֹΛ�ԯ�
�1�ສ1ઍԁͱしɺࢧग़ʹ͍ͭͯ
1
1��ສ�ઍԁֹݮしɺྦྷܭ༧ఆֹΛ�ԯ6
6��ສ�ઍԁͱ͢
Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ 6ϖʔδ

議Ҋୈù÷߸ ྩ࿨̓೥౓֊্ொҰൠ会ܭ༧ࢉ
ͷ૯ֹΛɺͦΕͧΕ6�ԯ1ઍສԁͱ͢Δ΋ͷࢉग़༧ࡀೖࡀ˞ ҊՄܾݪ

�ɾ�Ŋ
11ʙ1�
ϖʔδ

議Ҋୈùø߸
ྩ࿨̓೥౓֊্ொࠃຽ݈߁อݥಛผ会ܭ༧ࢉ

�ͷ૯ֹΛɺͦΕͧΕ1�ԯࢉग़༧ࡀೖࡀ˞���ສ�ઍԁͱ͢Δ
΋ͷ

ҊՄܾݪ �ϖʔδ

議Ҋୈùù߸
ྩ࿨̓೥౓֊্ொհޢอݥಛผ会ܭ༧ࢉ

�ͷ૯ֹΛɺͦΕͧΕ1�ԯࢉग़༧ࡀೖࡀ˞���ສ6ઍԁͱ͢Δ
΋ͷ

ҊՄܾݪ �ϖʔδ
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議案番号 上程議案の件名と主な内容 議決結果 関連ページ

議Ҋୈùú߸ ྩ࿨̓೥౓֊্ொऀྸߴظޙҩྍಛผ会ܭ༧ࢉ
��6
�ͷ૯ֹΛɺͦΕͧΕ1ԯࢉग़༧ࡀೖࡀ˞ສ1ઍԁͱ͢Δͷ ҊՄܾݪ �ϖʔδ

議Ҋୈùû߸

ྩ࿨̓೥౓֊্ொԼਫಓۀࣄ会ܭ༧ࢉ
˞ऩӹతऩೖͷ༧ఆֹΛ�ԯ�
1��ສ�ઍԁͱしɺऩӹతࢧग़
ͷ༧ఆֹΛ�ԯ1
�6�ສ�ઍԁͱしɺࢿຊతऩೖͷ༧ఆֹΛ�
ԯ�
6��ສ�ઍԁͱしɺࢿຊతࢧग़ͷ༧ఆֹΛ�ԯ�
�6�ສ�
ઍԁͱ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ �ɾ1�
ϖʔδ

議Ҋୈùü߸ ொಓ࿏ઢͷೝఆʹ͍ͭͯ
　˞ொಓͷ࿏ઢΛೝఆ͢Δ΋ͷ ҊՄܾݪ 11ϖʔδ

議会Ҋୈ1߸

֊্ொ議会جຊ৚ྫͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞શͯͷொຽͷͤ޾Λ͍ͭͭئɺਅͷ஍ํ࣏ࣗͷཱ֬Λ໨ࢦしɺ
議会ͷ໨తͱӡӦͷجຊݪଇΛఆΊɺެฏੑɾެਖ਼ੑΛࢫͱ
しͯɺৗʹொຽʹ։かΕͨ議会ͷ࣮ݱΛਤΔ͜ͱΛܾҙしɺ
議会ͷൣنߴ࠷ͱͳΔ৚ྫΛఆΊΔ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

議会Ҋୈ̎߸
֊্ொ議会会議نଇͷҰ෦Λվਖ਼͢Δنଇͷ੍ఆʹ͍ͭͯ
˞஍ํ࣏ࣗ๏ୈ1��৚ୈ1�߲ʹنఆ͢Δڠ議ຢはௐ੔Λ͏ߦ
৔ͷ৚จͷ௥Ճٴͼ৚จ੔ཧΛ͢Δ΋ͷ

ҊՄܾݪ ʕ

一般質問 第２ճ定ྫ会Ͱ͸̐議һ͕一ൠ࣭໰Λし·しͨɻその಺༰Λཁ໿してࡌܝし·͢ɻ
会議録はこちらから
読み込めます。

議会会議࿥23

˙ େԼ　　म 議һ　　７ページ

１　衆議院選挙と投票率向上について
２　固定資産税と不動産鑑定についてーその２

˙ ୩　ಓ༤۽ 議һ　　８ページ

１　空き家率と空き家バンクの活用状況について
２　地域おこし協力隊の現状等について

˙ খদ　խ඙ 議һ　　９ページ

１　階上町社会教育複合施設整備基本構想・基
本設計（案）について

˙ ඦ໨໦�　和ढ़　　10ページ
１　資材高騰による第一次産業への対策・支援
について

˜
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
ớ
第
５
号
Ờ

ừ
歳
出
の
主
な
も
の
Ử

子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
給
付
費
８
２

３
１
万
４
千
円
、
産
地

生
産
基
൫
パ
ϫ
ー
ア
ッ

プ
事
業
交
付
金
１
億
６

３
９
８
万
５
千
円
、
ࣖ

ケ
๸
・
ࣉ
下
線
外
舗
装

補
修
工
事
１
６
４
２
万

円
、
Ծ
設
ト
イ
レ
及
び

運
ൖ
車
྆
整
備
２
０
１

９
万
９
千
円
等
を
追
加
。

˜
６
年
度
国
民
健
康
保

ݥ
ಛ
別
会
計
補
正
予
算

ớ
第
２
号
Ờ

ừ
歳
出
の
主
な
も
の
Ử

総
務
費
60
万
５
千

円
、
保
ݥ
給
付
費
５
２

４
６
万
５
千
円
等
を
追

加
。

˜
６
年
度
介
護
保
ݥ
ಛ

別
会
計
補
正
予
算

ớ
第
３
号
Ờ

ừ
歳
出
の
主
な
も
の
Ử

保
ݥ
給
付
費
４
４
２

５
万
円
、
地
域
支
援
事

業
費
６
０
３
万
８
千
円

を
減
額
し
、
総
務
費
46

万
７
千
円
、
基
金
積
立

金
24
万
１
千
円
、
予
備

費
１
０
４
９
万
７
千
円

を
追
加
。

˜
６
年
度
後
期
高
ྸ
者

ҩ
ྍ
ಛ
別
会
計
補
正

予
算
ớ
第
２
号
Ờ

ừ
歳
出
の
主
な
も
の
Ử

総
務
費
５
万
９
千

円
、
後
期
高
齢
者
ҩ
ྍ

広
域
連
合
ೲ
付
金
１
３

９
万
１
千
円
を
減
額
。

˜
６
年
度
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
ớ
第

４
号
Ờ

ừ
歳
出
の
主
な
も
の
Ử

管
き
Ỷ
建
設
工
事
等

の
建
設
改
良
費
の
減
額

及
び
そ
れ
に
伴
う
企
業

債
、
国
ݿ
補
助
金
等
を

減
額
。
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େ Լ 　 म 議һ

衆議院選挙と投票率向上について

〔選挙管理委員会事務局長〕
令和３年に比べ投票率が 3.02
ポイント減少

①
防
災
無
線
に

よ
る
衆
議
院
選
挙

の
案
内
や
投
票
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
実
施
し
な
か
っ
た
理
由

は
。②

令
和
�
年
に
石
鉢
ふ
れ

あ
い
交
流
館
の
期
日
前
投
票

期
間
を
削
減
し
た
。
令
和
�

年
と
令
和
6
年
の
石
鉢
ふ
れ

あ
い
交
流
館
の
期
日
前
投
票

の
投
票
率
は
。

③
低
投
票
率
分
析
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　

選
ڍ
管
理
委
員
会

　
　
　
　

事
務
ہ
長

①
防
ࡂ
無
線
で
બ
挙
の
放

送
を
取
り
や
め
る
意
見
が
複

数
回
寄
せ
ら
れ
、
令
和
�
年

10
月
14
日
の
બ
挙
管
理
委
員

会
で
ࢼ
験
的
に
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

②
③
（
時
間
の
制
限
௒
過

で
答
弁
無
し
）

問
①

答
①

ݻ
ఆ
ࢿ
࢈
੫
ͱ
ෆ
ಈ
࢈
ؑ
ఆ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ʵ
そ
の
̎

〔
町
長
〕
不
動
産
の
評
価
額
は
そ
の
目
的
に

よ
り
算
定
基
準
が
異
な
る

①
ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ
ザ
・
は
し
か

み
土
地
購
入
の
不
動
産
鑑
定

評
価
額
６
５
０
０
円
／
㎡
。

３
か
月
後
意
見
価
格
６
８
０

０
円
／
㎡
が
出
さ
れ
、
意
見

価
格
で
土
地
を
取
得
し
た
。

意
見
価
格
と
評
価
額
の
違
い

は
。②

小
舟
渡
集
会
所
は
宅
地

見
込
地
の
答
弁
。
小
舟
渡
集

会
所
付
近
も
宅
地
見
込
地
な

の
か
。
不
動
産
鑑
定
前
の
集

会
所
及
び
付
近
の
地
目
と
評

価
額
は
。

③
旧
大
蛇
小
学
校
付
近
の

課
税
評
価
額
５
７
５
０
円
／

㎡
と
不
動
産
鑑
定
価
格
１
３

３
０
円
／
㎡
の
違
い
は
。

④
旧
大
蛇
小
学
校
へ
無
償

譲
渡
し
た
会
社
に
課
税
評
価

額
、
不
動
産
鑑
定
評
価
額
の

ど
ち
ら
で
納
税
通
知
書
を
送

付
す
る
の
か
。

⑤
令
和
４
年
度
に
２
１
６

問
①

７
万
円
で
固
定
資
産
土
地
評

価
業
務
委
託
を
行
な
っ
て
い

る
事
業
の
目
的
と
成
果
は
。

⑥
田
畑
、
林
地
、
原
野
な

ど
昭
和
ýú
年
か
ら
úþ
年
以
上

地
目
も
納
税
額
も
変
わ
っ
て

い
な
い
理
由
は
。

町
長

①
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
β
・

は
し
か
み
の
地
目
は
、
登
記

฽
上
は
ࡶ
種
地
だ
が
現
況
は

宅
地
で
あ
る
た
め
宅
地
と
し

て
評
価
。
不
動
産
鑑
定
比
準

価
格
を
６
５
３
０
円
と
し
て

ࢼ
算
。
更
に
、
੨
森
県
地

価
調
査
基
準
地
と
の
規
準
価

格
は
６
３
８
０
円
ʗ
ᶷ
と
ࢼ

算
。
੨
森
県
地
価
調
査
基
準

地
価
格
と
の
均
ߧ
も
考
慮
し

比
準
価
格
６
５
３
０
円
を
重

ࢹ
。
鑑
定
評
価
額
６
５
０
０

円
ʗ
ᶷ
で
算
定
。
こ
の
不
動

産
鑑
定
結
果
を
基
に
、
地
ݖ

者
と
話
し
合
い
の
中
、
地
ݖ

答
①

者
か
ら
面
積
の
縮
小
の
意
向

に
ఴ
い
再
評
価
し
６
８
０
０

円
ʗ
ᶷ
と
な
る
。

②
小
स
౉
集
会
所
周
辺
の

土
地
全
体
が
宅
地
見
込
地
と

評
価
さ
れ
た
わ
け
で
な
い
。

不
動
産
鑑
定
前
の
地
目
と
評

価
額
は
、
地
方
税
法
上
答
弁

を
ࠩ
し
߇
え
る
。

③
価
格
ࠩ
は
、
目
的
の
違

い
、
算
定
方
法
の
違
い
、
評

価
タ
イ
ミ
ン
ά
の
違
い
に

因
っ
て
決
め
ら
れ
る
た
め
に

価
格
に
ࠩ
が
生
じ
る
。

④
固
定
資
産
課
税
目
的
用

に
評
価
を
委
託
し
た
不
動
産

鑑
定
評
価
額
に
基
づ
き
ೲ
税

通
知
が
さ
れ
る
。

⑤
宅
地
等
の
状
況
や
道
路

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
町

内
全
域
の
航
空
写
真
撮
影
を

行
っ
て
課
税
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
が
目
的
。
土
地
や
道

路
の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る

こ
と
で
適
正
な
評
価
に
つ
な

が
る
。

⑥
町
内
の
ా
ാ
、
ࢁ
林
、

原
野
、
ࡶ
種
地
の
固
定
資
産

税
は
、
鑑
定
評
価
額
単
価
よ

り
も
、
現
在
算
定
基
ૅ
と
し

て
い
る
単
価
の
方
が
安
価
で

あ
る
こ
と
か
ら
ೲ
税
ٛ
務
者

の
負
担
を
考
慮
し
て
い
る
。

地
目
認
定
は
、
航
空
写
真
を

活
用
し
て
い
る
が
、
ೲ
税
ٛ

務
者
か
ら
の
見
直
し
依
頼
が

あ
っ
た
際
は
、
現
地
調
査
を

行
い
、
現
地
の
状
況
に
よ
っ

て
、
適
切
な
課
税
地
目
に
変

更
し
て
い
る
。
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۽ ୩ ಓ ༤ 議һ

空き家率と空き家バンクの活用状
況について

〔町長〕�契約に至った件数は９件

全
国
的
に
増
え

続
け
る
空
き
家

が
、
私
達
の
生
活
環
境
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
治
安
の
悪
化
や
火
災
の

リ
ス
ク
、
衛
生
環
境
の
悪
化

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
令
和
５
年
、

全
国
の
空
き
家
は
９
０
０
万

２
千
戸
。
空
き
家
率
は
、
øú

・
ÿû
％
。
青
森
県
は
、
９
万

８
８
０
０
戸
、
空
き
家
率
は
、

øý
・
þû
％
だ
っ
た
。
本
町
の

空
き
家
率
を
伺
う
。

本
町
で
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
を
設
置
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
利
用
希
望
者
数
、

登
録
物
件
数
、
そ
し
て
、
実

際
に
マ
ッ
チ
ン
グ
に
至
っ
た

件
数
は
何
件
か
。

具
体
的
な
事
例
を
伺
う
。

町
長

本
町
は
、
人
口
�
万
�
千

人
以
上
の
町
村
が
対
象
と
な

る
総
務
ল
の
౷
計
に
は
掲
ࡌ

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
町

が
独
自
に
分
ੳ
し
た
結
果
、

２
５
６
件
中
38
件
が
空
き
Ո

で
、
空
き
Ո
率
は
、
14
・
84

％
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
延
べ
12
件
の

問
①

答
①

物
件
が
登
録
さ
れ
、
利
用

希
望
者
は
延
べ
26
名
。
そ
の

中
で
マ
ッ
チ
ン
ά
が
成
立
し
、

実
際
に
契
約
に
ࢸ
っ
た
件
数

は
９
件
で
あ
る
。

あ
る
物
件
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ื
集
を
開
始
し
て

間
も
な
く
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
最
終
的
に
４
世
帯
の
方

が
内
ཡ
さ
れ
た
。
契
約
成
立

ま
で
に
は
約
൒
年
を
要
し

た
が
、
こ
の
事
ྫ
で
は
、
Ո

ఉ
ࡊ
園
が
で
き
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
希
望
さ
れ
た
方
が
、

本
町
の
๛
か
な
自
વ
環
境
や

ࡊ
園
を
通
じ
た
地
域
と
の
交

流
に
ັ
力
を
ײ
じ
た
こ
と
が

成
約
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
空
き
Ո
に
関
す

る
情
報
発
৴
や
マ
ッ
チ
ン
ά

支
援
を
強
化
し
て
い
く
。
併

せ
て
空
き
Ո
の
利
活
用
を
促

進
し
、
移
住
定
住
の
促
進
や

地
域
活
性
化
に
ߩ
ݙ
し
て
い

く
。

஍
Ҭ
͓
͜
͠
ڠ
ྗ
ୂ
の
ݱ
ঢ়
౳
ʹ
ͭ
͍
ͯ

〔
町
長
〕
隊
員
１
名
が
着
任
し
、
地
域
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
の
活
性
化

や
人
口
減
少
対
策

と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
が
全
国
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
本
町
は
、
隣
接
す

る
岩
手
県
洋
野
町
と
は
異
な

り
、
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
国
の
特
別

交
付
税
に
よ
っ
て
、
そ
の
一

部
が
措
置
さ
れ
る
と
い
う
制

度
の
運
用
に
一
定
の
制
約
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

制
度
の
制
約
が
あ
る
中
で
、

本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

取
組
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を

生
み
出
し
、
今
後
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長

ࡢ
年
10
月
に
ୈ
１
号
と
な

る
隊
員
１
名
が
着
任
し
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
階
上
Ӻ
前

の
味
઻
ଂ
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
ủ
わ
た
し
の
ૉ
（
す
）

問
①

答
①

ペ
ー
ス
Ứ
を
拠
点
に
、
地
域

の
に
ぎ
わ
い
૑
出
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

成
果
と
し
て
、
味
઻
づ
く

り
体
験
、え
ん
Ϳ
り
࠲
談
会
、

能
登
支
援
の
ө
画
上
ө
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
地

域
に
新
た
な
交
流
の
場
を
作

り
、
Ӻ
前
地
区
の
活
性
化
に

大
き
く
ߩ
ݙ
し
て
い
る
。
東

ژ
ݍ
、
名
ݹ
԰
ݍ
、
大
ࡕ
ݍ

か
ら
の
移
住
者
の
み
が
特
別

交
付
税
の
対
象
で
あ
る
た
め
、

地
方
౎
市
や
隣
県
か
ら
の
移

住
希
望
者
の
受
け
入
れ
が
難

し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

当
初
２
名
の
隊

員
募
集
と
伺
っ
て

い
た
が
。

総
合
政
策
課
長

２
名
の
ื
集
計
画
を
立
て

て
い
る
。
広
報
ࢽ
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
各
種
ഔ
体
、
関

係
機
関
や
民
間
団
体
と
の
連

携
を
通
じ
て
情
報
発
৴
し

て
、
よ
り
効
果
的
な
人
材
確

保
に
努
め
る
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
７
名
の
方
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
が
、
採
用
に

ࢸ
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
意

ཉ
の
あ
る
人
材
確
保
に
努
め

る
。 問

②
答
②

映
画
上
映
会

え
ん
ぶ
り
座
談
会
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階上町社会教育複合施設整備基本
構想・基本設計（案）について

〔町長〕�社会教育複合施設整備を
　　　 着実に進めていく

①
全
員
協
議
会

で
詳
細
が
示
さ
れ

な
い
中
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
な
ぜ
出
し
た
の
か

伺
う
。

②
建
設
予
定
地
に
商
工
会

が
入
居
し
て
い
る
の
で
早
め

に
対
処
す
べ
き
と
思
い
伺

う
。③

第
５
次
総
合
振
興
計
画

の
中
に
複
合
施
設
が
無
か
っ

た
の
に
な
ぜ
付
け
加
え
た
の

か
伺
う
。

④
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
他
町

村
に
比
べ
か
な
り
遅
れ
て
い

る
中
で
、
将
来
に
向
け
て
町

民
に
必
要
な
も
の
を
吟
味
し

て
町
民
に
喜
ば
れ
る
施
設
を

必
要
な
規
模
で
作
る
こ
と
を

希
望
し
問
う
。

町
長

④
総
合
ৼ
ڵ
計
画
に
方
向

性
を
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
社
会
情
੎
を
踏
ま
え
、

議
会
に
丁
寧
に
説
明
し
、
議

論
を
重
Ͷ
な
が
ら
進
め
て
い

く
。教

育
長

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
規
程
で
、
最
終
的
な
意

問
①

答
①

思
決
定
前
に
施
策
案
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
。②

本
定
ྫ
会
終
了
後
に
、

商
工
会
に
出
向
き
説
明
を
す

る
。③

ୈ
４
次
総
合
ৼ
ڵ
計
画

後
期
に
学
習
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
こ
と
を
基

本
方
਑
に
੝
り
込
み
、
ୈ
５

次
総
合
ৼ
ڵ
計
画
後
期
の
主

要
事
業
に
追
加
し
た
も
の
。

①
議
員
に
素
案

を
提
示
し
て
、
質

疑
・
討
論
な
ど
議
論
な
く
、

了
承
さ
れ
な
い
中
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た

の
か
問
う
。

②
図
書
館
・
資
料
館
も
そ

う
だ
が
、
み
ん
な
が
憩
え
る

公
園
、
町
民
の
た
ま
り
場
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
ペ
ー

ス
、
公
会
堂
、
会
議
室
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
備
え
た

文
化
複
合
施
設
な
ど
核
に
な

る
施
設
を
作
り
、
町
内
外
の

交
流
人
口
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
立
て
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
問
う
。

問
②

教
育
課
長

①
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
、
最
終
的
な
意
思
決
定
前

に
町
民
の
意
見
も
含
め
て
最

終
案
を
説
明
し
、
ご
意
見
を

࢕
い
た
い
と
考
え
て
の
も

の
。総

合
政
策
課
長

②
総
合
ৼ
ڵ
計
画
等
は
、

町
の
将
来
૾
や
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
਑
が
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
個
ʑ
の
施
設
整
備

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
਑

が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
具
体

的
な
方
਑
は
、
ৄ
ࡉ
な
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
中
で
整

理
し
、
検
討
を
進
め
る
。
そ

答
②

の
時
୅
の
中
で
の
必
要
性

を
検
討
、
議
論
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。施

設
の
内
容

を
議
論
し
て
結

果
を
導
き
出
す
こ
と
が
大

切
だ
と
思
う
。
一
度
踏

み
と
ど
ま
っ
て
計
画
を
作

り
、
取
り
組
ん
で
は
い
か

が
か
。
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
複
合
施
設
を
作
る
べ
き

と
思
い
伺
う
。

町
長

整
備
を
着
実
に
検
討
し

て
い
く
。
公
共
施
設
の
建

設
や
移
転
な
ど
の
事
業
を

進
め
る
際
は
、
総
合
ৼ
ڵ

問
③

答
③

計
画
に
方
向
性
を
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
関
連
す
る
諸

計
画
や
国
の
動
向
、
社
会
情

੎
を
踏
ま
え
議
会
に
丁
寧
に

説
明
し
、
議
論
を
重
Ͷ
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

建
設
予
定
地
周
辺
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資材高騰による第一次産業への対
策・支援について

〔町長〕�これまでも所得規模に応じ
た支援を実施してきた

①
第
一
次
産
業

に
従
事
し
、
販
売

を
目
的
と
し
て
い
る
農
漁
業

者
は
物
価
高
に
よ
る
、資
材
、

燃
料
等
の
高
騰
に
よ
り
、
経

費
の
負
担
が
増
え
、
所
得
が

増
え
な
い
状
況
だ
と
聞
く
。

町
と
し
て
の
支
援
、
対
策
の

考
え
を
伺
う
。

②
農
地
の
集
約
化
規
模
拡

大
の
た
め
、農
地
を
借
受
け
、

借
地
料
を
払
い
農
産
物
を
生

産
し
て
い
る
経
営
者
に
、
町

で
借
地
料
の
全
額
負
担
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

③
担
い
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
を
利
用
し
、
そ
れ

を
終
え
、
独
立
経
営
し
て
い

る
方
、
そ
し
て
資
金
を
利
用

し
な
か
っ
た
方
で
も
、
こ
れ

か
ら
先
、
十
年
二
十
年
先
ま

で
、
農
漁
業
に
携
わ
れ
る
方

に
、
町
と
し
て
支
援
、
対
策

の
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

④
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
を
活
用
し
、
集
落

の
農
地
保
全
、
環
境
保
全
に

努
め
て
い
る
。
集
落
数
の
現

状
維
持
と
事
務
手
続
き
の
簡

素
化
が
必
要
。
町
の
考
え
を

伺
う
。

問
①

町
長

①
令
和
４
年
度
に
国
に
お

い
て
、
ං
料
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
ං
料
購
入
費
の
支
援

が
行
わ
れ
、
町
に
お
い
て
、

令
和
５
年
度
に
地
方
૑
生
ྟ

時
交
付
金
を
活
用
し
、
町

内
す
べ
て
の
農
林
水
産
業
を

含
む
事
業
者
を
対
象
に
、
所

得
規
模
に
応
じ
た
支
援
を
実

施
し
た
。
町
と
し
て
は
、
現

時
点
で
の
物
価
高
騰
対
策
は

農
ړ
業
者
を
含
む
町
民
全
体

の
生
活
支
援
が
効
果
的
と
考

え
、
町
民
一
人
当
た
り
１
万

円
の
商
品
݊
を
配
布
す
る
事

業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

②
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ

い
て
は
、
農
地
の
現
状
、
所

有
者
の
状
況
や
௞
借
期
間
な

ど
に
よ
り
、
借
地
料
は
૒
方

の
話
し
合
い
の
上
で
決
め
て

い
る
。
農
地
を
借
り
た
後
の

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
解
約
な
ど

の
事
ྫ
も
あ
り
、
支
援
す
る

た
め
の
制
度
設
計
は
、
難
し

い
と
考
え
る
。
農
地
の
借
地

料
は
、
経
営
コ
ス
ト
の
一
部

と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
借
受
人
に
よ
る
適

切
な
管
理
が
、
有
効
的
に
行

答
①

わ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

③
農
業
次
世
୅
人
材
投
資

資
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
新

規
就
農
者
に
対
し
県
と
連
携

し
、
農
地
確
保
や
機
ց
の
取

得
な
ど
の
相
談
や
経
営
向
上

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
ҟ
常

気
象
等
に
よ
り
、
農
業
収
入

が
減
少
し
た
場
合
に
備
え
、

令
和
７
年
度
当
ॳ
予
算
に
収

入
保
ݥ
加
入
推
進
事
業
費
補

助
金
を
計
上
し
実
施
す
る
。

ړ
業
就
業
希
望
者
へ
は
、
県

が
主
催
す
る
ړ
業
体
験
な
ど

の
情
報
提
供
や
ւ
に
਌
し
む

事
業
な
ど
を
開
催
し
、
人
材

確
保
の
取
組
を
行
う
。

④
こ
の
制
度
は
、
平
成
13

年
か
ら
実
施
さ
れ
、
多
い
時

で
2Ā
集
落
あ
り
現
在
高
齢
化

等
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
は

９
集
落
に
減
少
し
ة
ዧ
し
て

い
る
。
令
和
７
年
度
、
ୈ
６

次
対
策
に
向
け
検
討
し
な
が

ら
、
多
く
の
集
落
が
継
続
で

き
る
よ
う
に
、
事
務
的
軽
減

も
含
め
て
支
援
す
る
。

新
規
就
農
者
で

資
金
の
交
付
を
受

け
た
人
数
が
過
去
５
年
間
で

２
名
と
少
な
い
。
担
い
手

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
Ｐ

問
②

Ｒ
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

産
業
振
興
課
長

担
い
手
確
保
は
、
今
後
の

農
業
ৼ
ڵ
の
た
め
に
重
要
な

施
策
の
一
つ
。支
援
と
し
て
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
県
の

情
報
サ
イ
ト
、
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

就
農
情
報
の
収
集
が
し
や
す

い
環
境
に
あ
る
。
県
や
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
人
材
の
ݺ
び
込
み
と
定

着
を
図
る
。

答
②

￥
￥ ￥

％
×

÷

M＋

－

＋

＝

M－
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8
7 6

5
4 3

2
1
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・
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はしかみ生活応援商品券
事業で整備された中山間地域の様子



質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

第
２
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か

ら
、
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
　
渡
部
高
明
議
員

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　
　

３
８
５
万
３
千
円
増
額
す
る

理
由
は
。

　
　

す
こ
や
か
健
康
課
長

放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
委
託
料
、

特
別
保
育
事
業
委
託
料
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
委
託
料
は
、

国
の
基
準
額
の
増
額
に
伴
う
も
の
。

一
時
預
か
り
事
業
委
託
料
は
延
べ

利
用
児
童
数
の
増
加
に
よ
る
も
の
。

問答

　
　
大
下

修
議
員

◆
土
地
評
価
委
託
料

　
　

①
４
年
度
よ
り
１
千
万
円
以

上
増
額
す
る
理
由
は
。

②
４
年
度
の
業
者
選
定
方
法
は
。

③
土
地
の
何
を
状
況
把
握
す
る
の

か
。

　
　

税
務
課
長

①
人
件
費
や
物

価
高
騰
の
影
響
で
、
ガ
ソ
リ
ン
や

業
務
経
費
全
体
が
値
上
が
り
し
て

い
る
こ
と
が
要
因
。

②
３
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
一

体
の
業
務
の
た
め
、
３
年
度
に
一

般
競
争
入
札
を
行
い
、
落
札
し
た

業
者
と
４・
５
年
度
は
随
意
契
約

と
し
た
。

③
現
況
図
の
加
除
修
正
や
価
格
形

成
要
因
な
ど
多
角
的
な
方
向
か
ら

問答

　
　
渡
部
高
明
議
員

◆
町
道
路
線
の
認
定

　
　

町
道
路
線
の
認
定
対
象
、
基

準
、
経
緯
は
。

　
　

建
設
課
長

町
で
管
理
し
て

い
る
道
路
は
、
議
会
の
議
決
を
経

た
認
定
道
路
と
路
線
の
認
定
を
し

て
い
な
い
認
定
外
道
路
に
区
分
さ

問答 ６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

７
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

そ
の
他

れ
る
。
認
定
基
準
は
、
公
道
に
接

続
す
る
道
路
で
幅
員
が
原
則
４
ｍ

以
上
、
道
路
構
造
が
簡
易
舗
装
以

上
な
ど
が
要
件
。
今
回
の
３
路
線

は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
地
開

発
行
為
に
よ
り
道
路
が
整
備
さ
れ

た
も
の
で
、
開
発
行
為
完
了
後
に

町
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。

土
地
の
状
況
を
把
握
す
る
。

◆
町
企
業
誘
致
奨
励
金

　
　

奨
励
金
の
内
訳
、
詳
細
は
。

　
　

総
合
政
策
課
長

二
つ
の
誘

致
企
業
を
予
定
し
て
い
る
。
固
定

資
産
税
ご
と
の
内
訳
は
把
握
し
て

い
な
い
。

◆
林
業
振
興
費

　
　

①
こ
の
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
。

②
事
業
費
が
増
額
し
た
理
由
は
。

③
昨
年
度
、
今
年
度
の
下
刈
り
、

間
伐
件
数
と
面
積
は
。

　
　

産
業
振
興
課
長

①
水
源
の

涵
養
や
土
砂
流
出
防
止
等
、
森
林

の
持
つ
公
益
機
能
を
持
つ
個
人
、

森
林
の
所
有
者
か
ら
三
八
地
方
森

林
組
合
が
委
託
を
受
け
、
事
業
認

可
に
な
っ
た
森
林
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

②
森
林
現
地
調
査
を
行
う
委
託
料

と
森
林
台
帳
デ
ー
タ
更
新
作
業
の

委
託
料
を
増
額
。
公
益
保
全
林
整

備
事
業
の
計
画
等
に
よ
り
、
補
助

金
及
び
交
付
金
の
増
額
が
主
な
理

由
。

③
公
益
保
全
林
整
備
事
業
費
の
６

年
度
の
実
績
は
、34
件
、37
・
21
ha
、

７
年
度
は
、71
件
、88
ha
を
予
定
。

問答問答

◆
石
鉢
小
学
校
改
修
事
業

　
　

①
こ
の
改
修
事
業
で
40
年
使

用
可
能
と
な
る
よ
う
だ
が
、
20
年

の
耐
用
年
数
の
改
修
工
事
を
検
討

し
た
の
か
。

②
耐
力
度
調
査
結
果
を
受
け
て
検

討
し
た
主
な
内
容
は
。
資
材
高
騰

を
加
味
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
12
億
１
８
４
２
万
８
千
円

の
財
源
内
訳
、
借
金
の
金
額
、
返

済
期
間
、
支
払
利
息
の
総
額
と
借

入
先
は
。

③
子
ど
も
が
増
え
る
新
し
い
政
策

の
有
無
は
。

　
　

教
育
課
長

①
現
在
の
40
年

を
経
過
し
た
20
年
後
に
再
度
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
。

②
建
物
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度

等
の
調
査
、
点
数
結
果
で
今
回
の

改
修
や
建
替
え
の
判
断
が
さ
れ
る
。

物
価
高
騰
に
つ
い
て
も
見
越
し
な

が
ら
相
談
を
し
て
進
め
て
き
た
。

借
入
額
は
６
億
８
４
１
０
万
円
を

予
定
。
借
入
先
は
財
政
融
資
資
金

で
、
償
還
期
間
は
25
年
、
年
利
率

は
０・７
％
を
予
定
し
、
利
子
の
総

額
は
約
６
８
８
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
　

総
合
政
策
課
長

③
６
年
の

10
月
か
ら
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
の

保
育
料
の
無
償
化
、
３
歳
か
ら
５

問答答

歳
児
の
給
食
費
の
助
成
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
子
育

て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
社
会
教
育
複
合
施
設
整
備
事
業
費

　
　

①
い
つ
社
会
教
育
複
合
施
設

整
備
基
本
構
想
・
計
画
が
で
き
た

の
か
。

②
維
持
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、

人
件
費
を
含
め
て
年
間
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

③
複
合
施
設
に
常
駐
す
る
人
数
は
。

管
理
運
営
に
学
芸
員
や
図
書
館
司

書
を
充
て
る
の
か
。

④
総
予
算
額
22
億
円
の
財
源
と
借

金
の
金
額
、
返
済
期
間
、
支
払
利

息
の
総
額
と
借
入
先
は
。

⑤
教
育
委
員
会
に
図
書
館
司
書
が

い
る
の
か
。
ま
た
、
２
名
以
外
に

学
芸
員
が
い
る
か
。

⑥
学
芸
員
や
図
書
館
司
書
の
資
格

を
持
つ
方
が
検
討
委
員
会
の
中
に

い
る
か
。

⑦
管
理
運
営
は
町
で
行
う
の
か
、
指

定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
の
か
。

⑧
議
案
審
議
１
週
間
前
に
約
60

ペ
ー
ジ
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
冊
子
が
与
え
ら
れ
、
十
分
に
理

解
、
判
断
で
き
な
い
中
で
、
議
案
審

議
の
判
断
、
結
論
を
出
す
日
を
迎

え
た
が
、
こ
の
進
め
方
は
適
切
か
。

問
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質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

教
育
課
長

①
検
討
委
員
会

で
は
、
７
年
２
月
12
日
に
最
終
案

を
承
認
。
２
月
28
日
の
全
員
協
議
会

で
の
説
明
と
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

３
月
11
日
に
開
催
予
定
の
教
育
委

員
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
い
。

②
約
４
千
万
か
ら
５
千
万
円
程
度

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

③
常
駐
人
数
は
今
後
検
討
し
て
い

く
。

④
概
算
事
業
費
を
基
に
計
算
す
る

と
、
借
入
額
10
億
６
２
３
０
万
円
、

借
入
先
は
財
政
融
資
資
金
、
返
済

期
間
20
年
、
利
息
０
．
７
％
、
利

子
総
額
は
約
８
７
４
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

⑤
学
芸
員
は
、
有
資
格
者
二
人
を

把
握
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は

把
握
し
て
い
な
い
。
司
書
も
把
握

し
て
い
な
い
。

⑥
検
討
委
員
会
の
中
に
学
芸
員
、

司
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
の
中

で
の
経
験
者
が
一
人
ず
つ
参
加
し

て
い
る
。

⑦
施
設
の
管
理
方
法
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

⑧
こ
れ
ま
で
適
宜
、
議
員
全
員
協

議
会
に
対
し
て
説
明
を
し
、
議
員

皆
様
の
共
通
理
解
を
図
っ
て
き
た

と
考
え
て
い
る
。

答

◆
青
の
煌
め
き
あ
お
も
り
国
ス
ポ

階
上
町
実
行
委
員
会
負
担
金

　
　

国
ス
ポ
を
実
施
す
る
た
め
に
、

は
し
か
み
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

町
民
運
動
会
な
ど
中
止
に
対
す
る

見
解
は
。

　
　

副
町
長

国
ス
ポ
の
開
催
に

当
た
っ
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
相

当
な
準
備
業
務
を
行
う
こ
と
と
な

る
。
町
職
員
も
人
手
不
足
の
現
状

等
も
あ
り
、
準
備
業
務
が
重
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在
教
育
課
で

実
施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

や
む
を
得
ず
休
止
、
縮
小
と
し
た
。

　
　
土
橋
美
加
佐
議
員

◆
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
費

　
　

い
つ
ま
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が

あ
る
の
か
。
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
。

　
　

総
務
課
長

７
年
度
に
完
了

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
住
民
基

本
台
帳
や
印
鑑
登
録
、
地
方
税
な

ど
、
当
町
で
は
18
業
務
で
国
の
基

準
に
適
合
し
た
標
準
準
拠
シ
ス
テ

ム
へ
移
行
す
る
作
業
に
よ
り
、
各

業
務
で
の
制
度
改
正
な
ど
に
伴
う

個
別
対
応
が
解
消
さ
れ
、
特
定
の

ベ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
過
度
な
依
存

防
止
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

今
年
度
は
町
の
提
供
す
る
行
政

問答問答

サ
ー
ビ
ス
情
報
を
一
つ
の
ア
プ
リ

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
住
民
が
町
の

情
報
取
得
を
一
元
的
・
効
率
的
に

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
治
体

公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
導
入
事
業
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て

本
人
確
認
を
行
い
個
人
へ
の
町
か

ら
の
通
知
を
デ
ジ
タ
ル
通
知
と
し

て
送
る
郵
送
Ｄ
Ｘ
ツ
ー
ル
関
係
事

業
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子

マ
ネ
ー
な
ど
の
多
様
な
決
済
シ
ス

テ
ム
に
対
応
し
た
レ
ジ
ス
タ
ー
を

導
入
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

対
応
レ
ジ
関
係
事
業
を
実
施
す
る
。

庁
内
で
使
用
し
て
い
る
全
て
の

パ
ソ
コ
ン
に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
る
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
か

ら
フ
ァ
イ
ル
を
取
得
す
る
際
に
、

フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
ウ
イ

ル
ス
等
を
除
去
す
る
無
害
化
処
理

な
ど
を
行
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
事
業
費

　
　

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
と
７

年
度
の
予
定
は
。

　
　

教
育
課
長

６
年
度
は
、
２

か
年
度
事
業
と
し
て
、
階
上
中
学

校
の
女
子
体
操
部
に
部
活
動
指
導

員
を
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て

問答

任
用
し
、
同
中
学
校
へ
配
置
す
る

こ
と
で
、
部
活
動
の
地
域
連
携
と

し
て
モ
デ
ル
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
８
年
度
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
へ

移
行
す
る
予
定
。
野
球
部
は
７
年

度
の
中
体
連
秋
季
大
会
終
了
後
か

ら
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
８
年
度
の
中
体
連
夏
季
大
会
終

了
後
か
ら
、
地
域
ク
ラ
ブ
へ
移
行

す
る
予
定
で
７
年
度
は
３
つ
の
部

活
動
に
つ
い
て
、
地
域
ク
ラ
ブ
移

行
の
た
め
の
準
備
を
、
そ
れ
以
外

の
部
活
動
は
今
年
度
に
引
き
続
き

合
同
練
習
等
を
行
う
。

◆
中
学
校
の
教
師
用
指
導
図
書

　
　

一
連
の
学
校
教
育
環
境
Ｄ
Ｘ

促
進
事
業
に
係
る
今
後
の
計
画
は
。

　
　

教
育
課
長

７
年
度
は
、
県

教
員
の
働
き
方
改
革
推
進
事
業
費

補
助
金
を
活
用
し
、
教
職
員
一

人
一
人
へ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
付

与
、
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
と
な
る

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
、
自
動
採
点
シ
ス

テ
ム
の
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
、
各
種

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
を
予
定
。

８
年
度
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
し
て
、
３
年
度
か
ら
全
児

童
生
徒
に
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
タ
ッ
チ
ペ
ン
の
導

問答

入
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
そ
の

後
の
実
施
は
、
子
ど
も
達
の
学
力

向
上
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
向

け
、
今
後
も
学
校
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
積
極

的
な
活
用
に
努
め
て
い
く
。

　
　
渡
部
高
明
議
員

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
管
理
費

　
　

具
体
的
な
業
務
の
内
容
は
。

　
　

総
務
課
長

シ
ス
テ
ム
障
害

の
復
旧
や
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ

ト
に
関
す
る
も
の
、
Ｏ
Ｓ
と
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
連
結
し
て
い
る

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
保
守
、

運
用
支
援
や
暗
号
化
認
証
、
読
み

上
げ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
総
合
的

に
行
っ
て
い
く
た
め
の
保
守
費
用
。

◆
町
企
業
誘
致
奨
励
金

　
　

制
度
の
内
容
は
。

　
　

総
合
政
策
課
長

誘
致
企
業

に
対
し
、
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
町

の
固
定
資
産
税
に
対
し
５
年
間
を

限
度
と
し
て
、
そ
の
固
定
資
産
税

に
相
当
す
る
額
を
奨
励
金
と
し
て

交
付
す
る
制
度
。

◆
日
常
生
活
用
具
給
付
費
等

　
　

町
内
に
お
け
る
利
用
者
数
と

問答問答問
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質
疑
あ
れ
こ
れ

利
用
施
設
数
、
事
業
の
効
果
等
は
。

　
　

介
護
福
祉
課
長

本
町
の
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、

12
月
末
現
在
で
１
４
８
名
。
町
内

に
あ
る
６
つ
の
障
害
者
支
援
事
業

所
を
含
み
、
県
内
１
１
６
の
施
設

を
利
用
。
事
業
の
効
果
は
、
入
浴

や
食
事
の
介
護
な
ど
を
提
供
す
る

生
活
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

増
加
し
て
お
り
、
就
労
継
続
支
援

を
受
け
て
生
活
す
る
方
が
増
え
て

い
る
。

　
　
中
島
孝
一
議
員

◆
土
地
評
価
委
託
料
と
不
動
産
鑑

定
委
託
料

　
　

①
２
つ
の
事
業
の
違
い
と
事

業
を
分
け
る
理
由
は
。

②
固
定
資
産
税
評
価
額
の
見
直
し

が
３
年
ご
と
と
さ
れ
て
い
る
理
由

と
根
拠
は
。

③
土
地
評
価
委
託
料
と
不
動
産
鑑

定
評
価
委
託
料
の
各
年
度
の
金
額

の
違
い
の
理
由
は
。

　
　

税
務
課
長

①
土
地
評
価
委

託
料
は
価
格
形
成
要
因
等
の
評
価

内
容
の
見
直
し
、
路
線
価
の
敷
設

や
評
価
デ
ー
タ
の
更
新
を
行
い
、

評
価
の
背
景
と
な
る
資
料
を
整
備

し
、
評
価
替
え
に
適
用
す
る
路
線

価
の
算
定
基
準
を
定
め
る
。
不
動

答問答

産
鑑
定
評
価
委
託
料
は
、
標
準
宅

地
や
土
地
の
適
正
な
時
価
を
評
価

す
る
た
め
不
動
産
鑑
定
士
に
委
託

す
る
。

②
評
価
替
え
は
土
地
の
適
正
な
時

価
を
評
価
す
る
た
め
に
行
う
も
の

で
、
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
全
国
の
市
町
村
で
国
の
固
定

資
産
評
価
基
準
に
沿
っ
て
、
同
年

度
で
実
施
さ
れ
る
。

③
土
地
評
価
委
託
料
は
路
線
価
評

価
で
、
基
本
的
に
３
年
間
に
わ
た

り
現
況
図
加
除
修
正
や
画
地
評
価

価
格
形
成
要
因
の
見
直
し
等
を
行

い
、
２
年
目
は
そ
れ
に
加
え
、
土

地
の
形
状
を
把
握
す
る
た
め
町
内

全
域
の
航
空
写
真
撮
影
を
す
る
た

め
、
前
後
の
年
と
比
較
す
る
と
高

額
と
な
る
。
不
動
産
鑑
定
評
価
委

託
は
標
準
宅
地
の
地
価
の
変
化
を

把
握
す
る
た
め
に
鑑
定
を
依
頼

し
、
２
年
目
は
評
価
替
え
の
基
準

日
で
あ
る
た
め
評
価
替
え
に
向
け

た
各
地
点
の
鑑
定
評
価
を
実
施
す

る
た
め
増
額
と
な
る
。

◆
林
業
振
興
費

　
　

本
事
業
が
拡
大
し
て
い
る
か
。

実
施
内
容
と
そ
の
他
と
な
っ
て
い

る
財
源
は
。

　
　

産
業
振
興
課
長

新
規
事
業

問答

と
し
て
、
今
後
、
森
林
整
備
を
進

め
る
上
で
必
要
な
森
林
現
地
調
査

委
託
料
と
、
林
地
台
帳
デ
ー
タ
更

新
作
業
委
託
料
が
増
額
。
継
続
事

業
で
は
、
公
益
保
全
林
整
備
事
業

の
計
画
増
に
よ
り
、
補
助
金
及
び

交
付
金
が
増
額
。
財
源
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
町
内

の
森
林
整
備
や
そ
の
促
進
に
関
す

る
取
組
を
実
施
す
る
。

◆
道
路
維
持
工
事
費

　
　

第
２
次
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
区
計
画
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
道

路
整
備
等
の
案
件
は
１
６
０
件
ほ

ど
。
予
算
を
倍
増
、
３
倍
増
と
し

て
は
。

　
　

建
設
課
長

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
地
区
計
画
事
業
に
係
る
事
業

費
は
、
６
年
度
予
算
２
千
万
円
に

対
し
、
７
年
度
３
千
万
円
に
増
額

し
実
施
す
る
予
定
。

　
　
熊
谷
道
雄
議
員

◆
地
区
敬
老
会
補
助
金

　
　

６
年
度
の
実
施
状
況
と
７
年

度
補
助
金
の
予
算
内
容
は
。

　
　

介
護
福
祉
課
長

６
年
度
は

14
地
区
で
実
施
し
、
５
地
区
で
地

区
敬
老
会
に
替
え
て
町
の
記
念
品

と
地
区
の
敬
老
記
念
品
を
配
布
。

問答問答

対
象
者
は
２
２
０
０
人
で
、
地

区
敬
老
会
へ
の
参
加
率
は
26
・

１
％
。
７
年
度
の
全
地
区
で
対
象

者
２
３
０
０
人
程
度
。
75
歳
以
上

を
対
象
と
し
て
地
区
敬
老
会
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
も
踏
ま
え
単
価
を
増
額
し
予

算
計
上
し
て
い
る
。

　
　
小
坂
正
年
議
員

◆
道
仏
集
会
所
整
備
事
業

　
　

こ
れ
か
ら
の
予
定
と
使
用
で

き
る
年
度
は
。

　
　

総
合
政
策
課
長

７
年
度
に

用
地
取
得
、
造
成
工
事
の
た
め
の

縦
横
断
等
の
測
量
や
設
計
業
務
、

用
地
の
造
成
工
事
、
実
施
設
計
の

業
務
、
８
年
度
に
移
転
新
築
工
事
、

施
工
管
理
の
業
務
、
９
年
度
に
集

会
所
の
備
品
等
を
整
え
、
移
転
完

了
後
に
旧
集
会
所
の
解
体
工
事
の

年
次
計
画
で
整
備
を
進
め
る
。
９

年
度
夏
頃
に
は
新
し
い
道
仏
集
会

所
の
供
用
開
始
予
定
。

◆
移
住
・
定
住
新
築
住
宅
支
援
事

業
費
補
助
金

　
　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
、
こ
れ

ま
で
の
補
助
と
の
違
い
の
内
容
は
。

　
　

建
設
課
長

２
年
度
か
ら
６

年
度
ま
で
の
申
請
は
、
延
べ
１
６

問答問答

７
件
、
年
平
均
33
件
。
そ
の
う
ち

移
住
者
加
算
は
、
延
べ
１
０
５
件
、

年
平
均
21
件
で
、
移
住
者
数
は
延

べ
２
７
８
人
、
年
平
均
56
人
の

増
。
７
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
基
本
額
一
律
30
万
円
を
、
居
住

誘
導
区
域
内
40
万
円
、
居
住
誘
導

区
域
外
は
35
万
円
と
し
、
加
算
額

と
し
て
、
移
住
者
、
町
内
業
者
施

工
、
若
年
夫
婦
加
算
は
現
行
ど
お

り
、
子
育
て
世
帯
は
一
律
10
万
円

か
ら
１
人
当
た
り
10
万
円
、
上
限

を
30
万
円
と
し
て
、
最
大
１
１
０

万
円
の
上
限
を
１
４
０
万
円
に
見

直
し
、
実
施
す
る
。

◆
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
事
業

　
　

事
業
内
容
は
。

　
　

す
こ
や
か
健
康
課
長

妊
娠

者
に
５
万
円
、
妊
娠
し
て
い
る
子

ど
も
の
数
に
応
じ
て
５
万
円
が
支

給
さ
れ
る
。
新
た
に
流
産
等
が
給

付
対
象
に
な
る
こ
と
や
給
付
に
面

談
条
件
を
な
く
し
、
効
果
的
に
面

談
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
法
に

規
定
さ
れ
た
。

　
　
下
沢
育
男
議
員

◆
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
費

　
　

鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
設
置

事
業
補
助
金
及
び
狩
猟
免
許
取
得

問答問
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質
疑
あ
れ
こ
れ

補
助
金
の
事
業
内
容
は
。

　
　

産
業
振
興
課
長

鳥
獣
被
害

防
止
電
気
柵
設
置
事
業
補
助
金
は
、

近
年
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
農
業
を
営
む
者
が
農
地

に
電
気
柵
を
設
置
す
る
た
め
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
、
電
気
柵
の

資
材
購
入
に
要
す
る
経
費
の
２
分

の
１
の
額
ま
た
は
８
万
円
の
い
ず

れ
か
低
い
額
の
補
助
金
を
交
付
す

る
。
狩
猟
免
許
取
得
補
助
金
は
、

町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
組
織

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
わ
な

猟
免
許
等
の
新
規
取
得
ま
た
は
追

加
で
取
得
し
、
実
施
隊
と
し
て
有

害
鳥
獣
の
被
害
防
止
活
動
に
従
事

し
て
い
た
だ
け
る
方
に
、
狩
猟
免

許
取
得
に
掛
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
。

◆
中
体
連
等
参
加
費
補
助
金

　
　

６
年
度
の
事
業
内
容
と
実
績

は
。

　
　

教
育
課
長

７
年
２
月
末
現

在
と
な
る
が
、
中
学
校
は
、
中
体

連
三
八
地
区
大
会
６
件
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
吹
奏
楽
、

陸
上
な
ど
の
県
大
会
６
件
、
女
子

体
操
、
陸
上
の
東
北
大
会
２
件
、

女
子
体
操
の
全
国
大
会
１
件
。
小

答問答

学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
県
大
会

２
件
、
野
球
の
県
大
会
１
件
。
小

学
校
の
個
人
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
の

東
北
大
会
１
件
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
東
北
大
会
３
件
と
全
国
大
会
１

件
。
中
学
校
の
個
人
は
、
卓
球
の

東
北
大
会
１
件
、
女
子
体
操
の
全

国
大
会
１
件
の
計
25
件
。

　
　
小
松
雅
彦
議
員

◆
電
話
設
備
通
話
録
音
導
入
委
託
料

　
　

詳
し
い
シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

　
　

総
務
課
長

カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
、
町
に
か
か
る

電
話
の
全
て
の
通
話
が
自
動
で
録

音
さ
れ
、
い
つ
誰
か
ら
何
分
の
通

話
が
あ
っ
た
と
い
う
通
話
履
歴
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
る
。

　
　
森

榮
吉
議
員

◆
遊
具
等
撤
去
工
事
・
小
中
学
校

遊
具
等
撤
去
工
事

　
　

工
事
執
行
は
個
別
発
注
か
、

合
わ
せ
た
形
に
な
る
の
か
。

　
　

総
合
政
策
課
長

公
園
と
小

学
校
の
位
置
的
な
関
係
や
学
校
の

行
事
等
の
時
期
も
考
慮
し
て
検
討

す
る
。

問答問答

　
　
林
　
　
貢
議
員

◆
文
化
財
保
存
事
業
費
補
助
金

　
　

予
算
計
上
の
な
い
他
の
組
に

対
し
て
の
補
助
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
　

教
育
課
長

７
年
度
は
２
組

と
な
っ
て
お
り
、
８
年
度
以
降
も

郷
土
芸
能
団
体
に
対
し
計
画
的
に

支
援
す
る
。

◆
青
の
煌
め
き
あ
お
も
り
国
ス
ポ

階
上
町
実
行
委
員
会
負
担
金

　
　

予
算
の
中
に
施
設
等
の
整
備

も
入
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

教
育
課
長

こ
の
中
に
は
施

設
整
備
等
は
な
い
が
、
臥
牛
の
塔

隣
接
花
壇
跡
地
整
備
工
事
費
、
中

央
体
育
館
駐
車
場
舗
装
工
事
は
国

ス
ポ
の
開
催
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
。
加
え
て
、
施
設
の
長
寿
命
化

を
図
る
目
的
で
中
央
体
育
館
外
壁

塗
装
工
事
も
行
う
。

問答問答　
　
大
下

修
議
員

　
　

①
企
業
会
計
か
ら
見
え
て
く

る
経
営
状
況
は
。

②
下
水
道
審
議
会
の
議
論
の
内
容

問 ７
年
度

下
水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

は
。

③
公
共
下
水
道
全
体
計
画
及
び
事

業
計
画
変
更
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
。

④
持
続
可
能
な
下
水
道
運
営
と
は

ど
う
い
う
運
営
の
こ
と
を
示
す
の

か
。

⑤
下
水
道
審
議
会
は
、
認
可
区
域

40
％
完
了
後
は
新
た
に
認
可
区
域

を
承
認
し
て
も
ら
う
よ
う
に
国
に

働
き
か
け
て
進
め
る
こ
と
を
了
承

し
た
の
か
。

⑥
下
水
道
審
議
会
の
審
議
内
容
と

結
論
の
情
報
公
開
は
。

　
　

建
設
課
長

①
財
務
諸
表
の

う
ち
貸
借
対
照
表
で
は
、
下
水
道

事
業
会
計
に
係
る
資
産
、
負
債
な

ど
状
況
が
分
か
る
。
損
益
計
算
書

で
は
、
収
益
と
費
用
が
分
か
り
、

下
水
道
使
用
料
で
費
用
を
賄
え
て

い
る
の
か
ど
う
か
が
分
か
る
。
使

用
料
な
ど
の
営
業
収
益
は
３
９
３

１
万
円
、
営
業
費
用
は
２
億
５
６

３
１
万
円
で
、
２
億
１
７
０
０
万

円
の
営
業
損
失
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
賄
う
た
め
に
、
町
か
ら
の

補
助
金
、
他
会
計
補
助
金
と
し
て
、

２
億
３
６
７
２
万
円
が
繰
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
町
補
助
金
に
依
存
し

た
経
営
状
況
。

②
独
立
採
算
の
原
則
か
ら
も
使
用

料
の
改
定
は
や
む
を
得
な
い
、
経

費
が
掛
か
り
す
ぎ
て
い
る
、
本
来

答

使
用
料
収
入
で
賄
う
経
費
を
受
益

者
以
外
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
、
合
併
浄
化
槽
の
問
題
点
と
し

て
、
本
町
の
土
質
が
粘
土
質
で
、

浸
透
桝
が
浸
透
せ
ず
溢
れ
た
り
、

掘
り
直
し
て
い
る
方
が
い
る
と

い
っ
た
ご
意
見
が
あ
っ
た
。

③
現
認
可
区
域
の
管
渠
整
備
期
間

が
７
年
度
ま
で
の
計
画
で
、
今
後

必
要
と
な
る
下
水
道
施
設
の
点
検

や
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

の
策
定
を
実
施
す
る
た
め
、
下
水

道
事
業
計
画
の
変
更
を
行
う
予
定
。

④
経
営
戦
略
の
中
で
経
費
回
収
率

と
い
う
も
の
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
持
続
可
能
な
運
営
目
標
と
し

て
は
、
現
状
維
持
を
目
標
と
し
て

い
る
。

⑤
現
在
の
整
備
計
画
は
、
令
和
８

年
度
ま
で
に
認
可
区
域
の
整
備
完

了
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
か
ら
の
事
業
計
画
と
し
て

は
、
今
の
整
備
計
画
の
ほ
か
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
実

施
し
て
い
く
予
定
。

⑥
審
議
会
の
答
申
は
、
下
水
道
経

営
戦
略
の
改
定
は
、
よ
り
経
費
削

減
を
し
て
い
く
こ
と
と
収
入
の
増

を
目
指
し
、
安
定
的
な
経
営
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
結
論
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

審
議
会
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
公
開
予
定
。
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質
疑
あ
れ
こ
れ

非
常
に
役
に
立
つ
こ
と
だ
と
考
え

る
。

②
違
う
場
所
で
も
補
助
対
象
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
か
え
っ
て
旧

給
食
セ
ン
タ
ー
と
か
資
料
館
の
痛

み
が
激
し
い
の
で
、
い
つ
ま
で
も

放
置
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
思
う
。
候
補
地
の
補
助
金
の

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
も
う
少
し

広
い
意
味
で
検
討
さ
れ
た
方
が
良

い
と
思
う
。

（
質
疑
は
８
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
2

つ
の
答
弁
と
な
り
ま
し
た
。）

討
論

　
　
下
沢
育
男
議
員

〇
修
正
案
に
反
対

基
本
設
計
は

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
具
体
的
な

事
項
に
つ
い
て
敷
地
条
件
や
法
令

等
を
考
慮
し
、
平
面
図
や
立
面
図

な
ど
建
物
の
間
取
り
や
設
備
に
必

要
な
情
報
を
書
類
と
し
て
ま
と
め

る
も
の
で
、
基
本
設
計
な
く
し
て

実
施
設
計
は
な
く
、
実
施
設
計
な

く
し
て
工
事
は
な
い
の
で
、
基
本

設
計
の
遅
れ
は
、
そ
の
ま
ま
当
該

施
設
の
着
工
と
開
館
に
遅
れ
が
生

じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
基
本
構

想
に
示
さ
れ
た
建
設
予
定
地
は
、

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
、
駐
車
場
周
辺
施
設
と

の
相
互
関
係
、
施
設
設
置
状
況
及

び
法
規
制
等
に
つ
い
て
比
較
検
討

さ
れ
て
お
り
、
平
坦
な
土
地
の
た

め
造
成
工
事
が
必
要
な
い
こ
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
発
着
場
が

近
く
に
あ
る
こ
と
、
役
場
に
隣
接

す
る
こ
と
で
役
場
駐
車
場
と
共
有

で
き
、
か
つ
、
維
持
管
理
が
効
率

的
に
行
え
る
こ
と
、
近
く
に
商
業

施
設
が
あ
り
、
町
民
の
利
便
性
が

高
ま
る
こ
と
、
国
道
に
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
や
高
齢

者
、
車
椅
子
の
方
な
ど
往
来
も
安

全
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
建

設
予
定
地
は
、
現
在
借
地
と
な
っ

て
お
り
、
敷
地
借
地
料
と
し
て
年

間
約
２
４
０
万
円
が
支
出
さ
れ
て

い
る
が
、
当
該
施
設
整
備
に
か
か

る
補
助
金
を
利
用
し
、
用
地
買
収

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
懸
案
と
な
っ
て
い
た
借
地
契

約
解
消
と
町
の
財
政
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
。
複
合
施
設
の
規
模

に
つ
い
て
は
、
よ
り
大
き
く
、
よ

り
多
機
能
に
と
い
う
こ
と
も
考
え

方
の
一
つ
だ
が
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
現
存
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
維

持
管
理
や
長
寿
命
化
を
目
指
す
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
本
町
に
な

か
っ
た
図
書
館
に
つ
い
て
は
そ
の

整
備
と
し
、
長
寿
命
化
不
可
能
な

民
俗
資
料
収
集
館
に
つ
い
て
は
、

そ
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
で
き

る
限
り
早
急
に
当
該
施
設
を
整
備

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
大
下

修
議
員

〇
原
案
に
反
対

７
年
度
階
上
町

一
般
会
計
予
算
は
、
過
去
に
な
い

67
億
１
千
万
円
の
予
算
額
。
石
鉢

小
学
校
改
修
事
業
は
、
２
か
年
で

総
額
12
億
２
千
万
円
。
同
じ
く
、

社
会
教
育
複
合
施
設
事
業
費
は
約

22
億
円
で
、
合
計
34
億
の
事
業
費
。

こ
の
２
つ
の
事
業
を
進
め
る
か
ど

う
か
の
判
断
が
、
７
年
度
階
上
町

一
般
会
計
予
算
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
当
町
の
財
源
財
政
を
考
慮
し

た
と
き
に
、
慎
重
に
対
応
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
。
１
週
間
前
の

資
料
配
布
と
質
疑
で
34
億
円
の
使

い
道
を
判
断
す
る
の
は
、
容
易
で

な
く
、
時
期
尚
早
で
困
難
。
も
っ

と
謙
虚
で
丁
寧
な
説
明
と
十
分
な

質
疑
時
間
と
幅
広
い
知
見
、
調
査

が
必
要
。
予
算
は
町
民
の
血
税
の

使
い
道
で
あ
る
。
大
切
に
公
平
公

正
で
効
果
的
な
無
駄
の
な
い
適
切

な
予
算
を
組
む
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
　
中
島

孝
一
議
員

〇
原
案
に
賛
成

今
回
の
計
画

は
、
町
に
必
要
な
図
書
館
と
文
化

財
の
保
管
展
示
場
所
と
し
て
の
役

目
を
持
っ
た
教
育
複
合
施
設
の
整

備
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
。
少
子

高
齢
化
の
中
、
階
上
町
も
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在

が
最
も
人
口
が
多
く
、
利
用
を
す

る
対
象
人
口
は
今
が
最
大
。
せ
っ

か
く
立
派
な
施
設
を
整
備
し
て

も
、
施
設
の
建
設
を
先
延
ば
し
に

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
利
用
者
は
減

る
。
計
画
ど
お
り
に
進
め
て
も
開

館
は
５
年
後
。
今
利
用
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
町
民
は
５
年
間
延
ば

せ
ば
更
に
そ
の
先
ま
で
施
設
を
利

用
で
き
な
い
。
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
進
め
て
い
た
だ
き
、
一
刻
も

早
く
待
っ
て
い
る
町
民
の
皆
様
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第
二
十
号

〇
令
和
７
年
度
階
上
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

社
会
教
育
費
を
４
２
０
３
万
５

千
円
減
額
し
、
予
備
費
を
４
２
０

３
万
５
千
円
増
額
す
る
修
正
案
が

提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

少
数
で
否
決
。
質
疑
、
討
論
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

質
疑

　
　
小
坂
正
年
議
員

　
　

①
こ
れ
ま
で
の
検
討
委
員
会

で
の
検
討
、
審
議
、
ま
た
、
中
学

生
や
高
校
生
な
ど
が
参
加
し
た
町

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
無
駄
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

②
補
助
金
を
活
用
し
用
地
買
収
を

す
る
こ
と
で
、
借
地
契
約
の
解
消

と
財
政
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

小
松
雅
彦
議
員

①
無
駄
で

は
な
い
と
思
う
。
複
合
施
設
自
体

に
反
対
で
は
な
く
、
も
う
少
し
全

体
的
に
色
ん
な
角
度
か
ら
調
べ
て

作
っ
て
は
ど
う
か
と
発
言
し
て
い

る
の
で
、
全
く
無
駄
に
な
ら
な
い

と
思
う
。
将
来
的
に
考
え
る
と
、

問答 修
正
案
・
質
疑
・
討
論

ʢøüʣ 　 はしかみ議会だより　No.61



議会傍聴者数
（延べ人数） 議会を傍聴しませんか

議会の傍聴は､受付票に住所・氏名等を記載し、
受付箱に投函するだけで､どなたでも傍聴できます。
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はしかみ議会だよりは �
��� ෦࡞੒しɺҹܦ࡮අは ��.6 ԁ�෦Ͱ͢ɻ

　３月の定例会で、議会の最高規範とな
る階上町議会基本条例が制定されました。
本会議では、活発な一般質問・質疑等が
なされました。これからも全ての町民の
幸せを願い頑張ってまいります。

（小坂・百目木・大下）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇
今
月
号
の
編
集
委
員(

３
人
）

・
大
下　
　
修
議
員（
総
務
財
政
）

・
百
目
木
和
俊
議
員（
教
育
民
生
）

・
小
坂

正
年
議
員（
産
業
建
設
）

自治功労者表彰
શࠃ町ଜ議会議௕会දজ

議һ��೥Ҏ上

・第２回定例会
　（令和７年３月）
２月28日（３人）
３月４日（９人）
３月６日（６人）
３月７日（12人）

̎ɹ月
10日　議員全員協議会
10日　議会基本条例制定委員会
13日　はしかみ産業振興委員会
14日　郡議長会役員会
17日　�青の煌めきあおもり国スポ町実行委員会常

任委員会
19日　町総合振興計画審議会
20日　議会運営委員会
20日　郡議長会定期総会
27日　県議長会定期総会
28日　第２回定例会本会議
28日　議員全員協議会

３ɹ月
４日　第２回定例会本会議
６日　第２回定例会本会議
６日　議会運営委員会
６日　八戸地域広域市町村圏事務組合議員協議会
７日　第２回定例会本会議
13日　中学校卒業式
16日　町南部芸能発表会
19日　小学校卒業式

24日　議会運営委員会
25日　八戸地域広域市町村圏事務組合議会定例会
26日　町交通安全対策協議会
26日　町防犯協会理事会

̐ɹ月
１日　辞令交付式
２日　はしかみ産業振興委員会
４日　春の交通安全街頭広報活動
４日　交通安全防止祈願祭
４日　町防犯協会定期総会
４日　議会だより編集委員会
７日　小学校・中学校入学式
18日　三陸復興国立公園階上岳山開き安全祈願祭
18日　議会だより編集委員会
18日　町教育振興大会
21日　はしかみ観光ネットワーク定例総会
23日　町老人クラブ連合会定期総会
25日　議会だより編集委員会
26日　校長・教頭歓送迎会
28日　議会運営委員会
28日　議会改革推進会議
30日　町体育協会定期総会
※議長交際費は、町ホームページで公表しています。

議 会 活 動

　令和 7年 2月27日、青森
市において「県町村議会議長
会第75回定期大会」が開催さ
れ、森榮吉副議長が11年以上
在職で自治功労者表彰を受け
ました。
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